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国
際
化
へ
環
境
整
う

産
業
振
興
策
後
押
し

後
発
薬
の
生
産
強
化

中
国
業
界
団
体
と
初
会
合

国
際
協
調
働
き
か
け

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

景
気
動
向「
前
向
き
」
日

化

協

会
長
会
見

高橋会長

カ
ネ
カ
社
長
に
角
倉
氏

帝
人
が
環
境
経
営
の
一
環

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
の

が
製
品
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を

通
じ
た
Ｃ
Ｏ
２

削
減
貢
献
量

の
見
え
る
化
。
２
０
１
２
年

４
月
に
「
環
境
経
営
推
進
部

会
」
の
下
部
組
織
と
し
て「
Ｌ

Ｃ
Ａ
作
業
部
会
」
を
設
立
、

代
表
的
な
製
品
を
事
例
に
Ｌ

Ｃ
Ａ
の
評
価
方
法
な
ど
を
検

証
し
て
き
た
。

具
体
的
事
例
と
し
て
着
目

し
た
の
が
グ
ル
ー
プ
横
断
的

に
展
開
し
て
い
る
自
動
車
材

料
。
軽
量
化
に
寄
与
す
る
Ｃ

Ｆ
Ｒ
Ｐ
、
Ｐ
Ｃ
樹
脂
、
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
ナ
フ
タ
レ
ー
ト

（
Ｐ
Ｅ
Ｎ
）
フ
ィ
ル
ム
だ
け

で
な
く
、
製
造
時
や
廃
棄
時

の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
が
見
込

ま
れ
る
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
繊
維
、

バ
イ
オ
Ｐ
Ｅ
Ｔ
繊
維
を
対
象

に
ボ
デ
ィ
や
窓
（
樹
脂
グ
レ

ー
ジ
ン
グ
）、コ
ン
ト
ロ
ー
ル

ケ
ー
ブ
ル
、
カ
ー
シ
ー
ト
、

防
音
材
な
ど
に
使
わ
れ
た
際

の
Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
を
分
析
し
た
。

一
般
的
な
ガ
ソ
リ
ン
中
型

車
の
場
合
、
原
材
料
調
達
か

ら
部
品
製
造
段
階
ま
で
の
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
は
、
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ

製
造
に
と
も
な
う
排
出
な
ど

に
よ
り
１
台
当
た
り
１
�
強

増
え
た
。
一
方
、
走
行
時
の

Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
は
６
�
近
く

減
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
軽

量
化
に
よ
る
燃
費
改
善
が
主

な
要
因
で
、
削
減
効
果
全
体

の
８
割
が
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
。
廃
棄

・
リ
サ
イ
ク
ル
段
階
（
微
増
）

を
含
め
合
計
約
４
・
５
�
の

削
減
効
果
が
あ
っ
た
。

生
涯
走
行
距
離
を
年
９
・

４
万
�
�
と
仮
定
し
、
原
料

調
達
や
走
行
時
の
Ｃ
Ｏ
２

排

出
量
な
ど
自
社
で
得
ら
れ
な

い
情
報
は
公
開
デ
ー
タ
を
使

っ
て
評
価
し
た
。
Ｌ
Ｃ
Ａ
の

事
例
研
究
と
し
て
の
試
算
だ

が
、
東
京
都
市
大
学
の
伊
坪

徳
宏
教
授
に
よ
る
ピ
ア
レ
ビ

ュ
ー
で
評
価
方
法
に
問
題
の

な
い
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
評

価
結
果
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
も
紹
介
し
て
い
る
。

世
界
の
製
薬
市
場
は
、
先
進

国
で
は
総
医
療
費
の
抑
制
が
図

ら
れ
縮
小
傾
向
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
も
の
の
、
新
興
国
で

の
拡
大
が
急
速
に
進
行
。
ま
た
、

新
薬
開
発
の
困
難
度
が
高
ま
る

一
方
、
各
国
規
制
当
局
の
連
携

が
進
む
な
か
で
グ
ロ
ー
バ
ル
事

業
展
開
を
図
り
や
す
い
環
境
が

整
い
つ
つ
あ
る
。
国
内
市
場
の

頭
打
ち
と
海
外
市
場
の
伸
長
を

受
け
て
、
国
内
製
販
各
社
は
海

外
展
開
を
強
化
し
て
い
る
。

す
で
に
大
手
製
薬
企
業
に
よ

る
海
外
売
上
高
比
率
は
２
０
１

１
年
に
は
３５
％
を
超
え
、
２０
％

超
だ
っ
た
０５
年
か
ら
短
期
間
で

急
速
に
伸
長
し
て
い
る
。
医
薬

・
中
間
体
産
業
は
台
頭
す
る
イ

ン
ド
・
中
国
勢
な
ど
と
の
熾
烈

な
競
争
を
強
い
ら
れ
、
加
え
て

厳
し
さ
を
増
す
一
方
の
コ
ス

ト
、
品
質
要
求
に
不
断
に
応
え

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

た
だ
、
こ
こ
に
き
て
こ
う
し

た
状
況
に
変
化
が
起
こ
り
つ
つ

あ
る
。
ひ
と
つ
は
、
政
府
に
よ

る
産
業
振
興
策
の
推
進
。「
日
本

再
興
戦
略
」「
健
康
・
医
療
戦

略
」
の
目
玉
と
し
て
医
療
関
連

産
業
の
振
興
を
後
押
し
し
、
経

済
成
長
の
牽
引
役
と
し
て
育
成

を
図
ろ
う
と
い
う
意
図
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。「
日
本
版
Ｎ
Ｉ

Ｈ
」
の
創
設
や
各
種
予
算
措
置

な
ど
を
は
じ
め
、
規
制
緩
和
に

よ
る
環
境
整
備
な
ど
が
進
む
可

能
性
が
大
き
い
。
薬
事
に
お
い

て
は
、
す
で
に
こ
の
５
年
ほ
ど

で
医
薬
品
の
承
認
審
査
の
期
間

は
半
分
に
ま
で
短
縮
、
承
認
件

数
も
増
加
し
て
お
り
、
規
制
問

題
か
ら
の
開
発
の
遅
れ
は
解
消

し
つ
つ
あ
る
。

日
本
は
、
も
と
も
と
世
界
２

位
の
規
模
を
持
つ
大
市
場
。
ゆ

え
に
、
こ
れ
ら
の
環
境
変
化
に

機
敏
に
反
応
し
、
一
部
の
外
資

系
企
業
が
国
内
で
の
新
薬
開
発

に
再
び
力
を
入
れ
始
め
る
と
い

っ
た
動
き
も
あ
る
。
従
来
の
低

分
子
化
合
物
で
は
イ
ン
ド
企
業

な
ど
に
場
を
奪
わ
れ
て
き
た

が
、
第
３
世
代
な
ど
先
端
医
薬

品
で
は
ま
だ
勝
負
に
な
る
と
し

て
、
国
内
で
原
薬
の
新
設
備
建

設
を
決
め
た
住
友
化
学
の
よ
う

な
事
例
も
出
て
き
た
。

こ
れ
ら
新
薬
で
の
動
き
に
加

え
、
足
元
で
す
で
に
活
発
に
な

っ
て
い
る
の
が
後
発
薬
市
場
。

政
府
は
昨
年
４
月
、
１７
年
度
ま

で
の
５
年
間
で
後
発
品
の
数
量

シ
ェ
ア
を
６０
％
以
上
に
拡
大
す

る
新
目
標
を
掲
げ
た
「
後
発
医

薬
品
の
さ
ら
な
る
使
用
促
進
の

た
め
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を
作

成
。
こ
れ
を

受
け
後
発
薬

メ

ー

カ

ー

は
、
安
定
供

給
の
万
全
化

を
図
る
た
め

に
軒
並
み
生

産
体
制
の
増

強
に
乗
り
出

し
て
い
る
。

国
内
外
の
原

料
ベ
ン
ダ
ー

に
対
す
る
供

給
要
請
も
活
発
と
な
っ
て
い

る
。原

薬
・
中
間
体
ベ
ン
ダ
ー
に

と
っ
て
、
コ
ス
ト
や
品
質
要
求

水
準
の
高
ま
り
と
い
っ
た
厳
し

い
状
況
は
今
後
も
続
い
て
い

く
。
し
か
し
、
事
業
を
巡
る
環

境
は
マ
イ
ナ
ス
材
料
ば
か
り
で

は
な
く
な
っ
て
き
た
と
も
い
え

る
。

薬
価
低
減
を
は
じ
め
事
業
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
一
方
だ

っ
た
製
薬
関
連
産
業
に
、
�
追
い
風
�
が
吹
き
つ
つ
あ
る
。

政
府
の
後
押
し
に
よ
る
産
業
振
興
策
が
具
体
化
し
始
め
て
い

る
ほ
か
、
足
元
で
は
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
（
後
発
薬
）
の

市
場
拡
大
が
進
行
。
一
時
は
後
退
気
味
の
面
も
あ
っ
た
外
資

系
製
薬
企
業
も
再
び
日
本
市
場
へ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強
め
て
い

る
。
国
際
競
争
の
激
化
な
ど
で
苦
し
い
対
応
を
迫
ら
れ
て
き

た
原
薬
・
中
間
体
産
業
に
と
っ
て
は
、
こ
う
し
た
追
い
風
を

い
か
に
捉
え
る
か
が
生
き
残
り
に
向
け
た
カ
ギ
と
な
っ
て
き

た
。
関
連
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
の
動
き
を
追
っ
た
。

繊維事業でアジア展開を一段と強
化する。中国・広州工場で５月から

不織布開発用のパイロットプラントを稼
働させ、衛生材料分野における現地の高
機能化ニーズを的確に捉えた円滑な製品
開発を推進する。販売面では香港を日本、
上海に次ぐ第３の営業拠点と位置付け、
担当者を配置して本格的な東南アジア市
場の開拓に乗り出す。研究開発と営業に
も経営資源を投入し、おむつやナプキン
などの普及が進む中国や東南アジアで事
業拡大を加速する。（写真は繊維事業の国
内拠点である守山工場）

自
動
車
１
台
当
た
り
４
・
５
�
の
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
削
減
に
貢
献
で
き

る
�
。
帝
人
は
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス

メ
ン
ト
（
Ｌ
Ｃ
Ａ
）
に
基
づ
き
、
自
動
車

材
料
の
Ｃ
Ｏ
２

削
減
効
果
を
試
算
し
た
。

評
価
対
象
は
炭
素
繊
維
複
合
材
料
（
Ｃ
Ｆ

Ｒ
Ｐ
）、ポ
リ
カ
ー
ボ
ネ
ー
ト
（
Ｐ
Ｃ
）
樹

脂
、
再
生
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
繊

維
な
ど
同
社
を
代
表
す
る
５
つ
の
材
料
。

と
く
に
Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
を
ボ
デ
ィ
な
ど
に
用
い

軽
量
化
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
削
減
効
果

が
大
き
か
っ
た
。
同
社
は
製
品
を
通
じ
た

環
境
貢
献
、
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
向

け
て
Ｌ
Ｃ
Ａ
の
本
格
導
入
を
進
め
て
い

る
。

【
北
京
�
白
石
孝
祐
】
国

際
化
学
工
業
協
会
協
議
会

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
）
は
２３
日
、
北

京
市
内
で
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
と
中
国

石
油
・
化
学
工
業
連
合
会

（
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
）
と
初
の
首

脳
会
議
を
行
っ
た
。「
Ｃ
Ｐ
Ｃ

Ｉ
Ｆ
�
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

Ｃ
Ｅ
Ｏ

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
と
題
し
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
温
室
効
果
ガ

ス
（
Ｇ
Ｈ
Ｇ
）
排
出
削
減
、

中
国
企
業
の
グ
ロ
ー
バ
ル
戦

略
と
海
外
進
出
、
レ
ス
ポ
ン

シ
ブ
ル
・
ケ
ア
（
Ｒ
Ｃ
）、世

界
の
化
学
工
業
の
趨
勢
と
中

国
の
発
展
機
会
�
を
テ
ー
マ

に
講
演
や
討
論
を
行
っ
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
は
今
後
も
中
国
側

に
国
際
的
取
り
組
み
へ
の
参

加
を
促
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
か
ら
ク
ル
ト
・

ボ
ッ
ク
会
長
（
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
会

長
）
の
ほ
か
、
ア
ン
ド
リ
ュ

ー
・
リ
バ
リ
ス
化
学
品
政
策

・
健
康
Ｃ
Ｅ
Ｏ
リ
ー
ダ
ー

（
ダ
ウ
・
ケ
ミ
カ
ル
会
長
）、

小
林
喜
光
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
気

候
変
動
Ｃ
Ｅ
Ｏ
リ
ー
ダ
ー

（
三
菱
ケ
ミ
カ
ル
ホ
ー
ル
デ

ィ
ン
グ
ス
社
長
）
ら
が
参
加
。

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
か
ら
は
李
勇
武

会
長
、
李
寿
生
常
務
副
会
長

の
ほ
か
中
国
石
化
（
Ｓ
Ｉ
Ｎ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
の
王
天
普
総
経

理
、
中
国
海
洋
石
油
（
Ｃ
Ｎ

Ｏ
Ｏ
Ｃ
）
の
揚
華
総
経
理
、

神
華
集
団
の
張
玉
卓
総
経
理

ら
が
参
加
し
た
。

今
回
の
会
議
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ

の
働
き
か
け
に
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｉ
Ｆ

が
応
じ
て
実
現
し
た
。
Ｃ
Ｐ

Ｃ
Ｉ
Ｆ
は
２
０
１
０
年
末
に

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
へ
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

加
入
し
て
い
る
。
中
国
が
化

学
工
業
大
国
と
な
っ
た
い

ま
、「
石
炭
、
シ
ェ
ー
ル
ガ
ス

な
ど
原
料
多
様
化
が
進
む
な

か
で
、
ど
の
よ
う
に
歩
調
を

合
わ
せ
Ｃ
Ｏ
２

排
出
を
削
減

し
て
い
く
か
」（
小
林
氏
）
と

い
っ
た
課
題
に
世
界
と
協
調

し
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め

に
は
、
中
国
が
正
式
会
員
と

な
る
こ
と
が
当
面
の
焦
点
の

１
つ
。
会
議
で
は「（
正
式
会

員
へ
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
）

Ｒ
Ｃ
活
動
に
関
し
て
も
Ｉ
Ｃ

Ｃ
Ａ
側
か
ら
、
細
か
い
プ
ロ

セ
ス
な
ど
で
一
緒
に
取
り
組

ん
で
い
こ
う
と
提
案
し
た
」

（
小
林
氏
）。

３ ＰＥ袋輸入先、ベトナムがシェア拡大

５ 研究棟新設、Ｒ＆Ｄ集約―アトミクス

６ 重症敗血症治療機器を欧米展開―東レ

７ ＣＦＲＰ真空成形品事業化―双和プラ

１２独環境エンジ買収―新日鉄住金エンジ

８～１１ソーダ工業特集

日
本
化
学
工
業
協
会
の
高

橋
恭
平
会
長
（
昭
和
電
工
会

長
）
は
２４
日
会
見
し
、
日
化

協
の
主
要
課
題
の
進
捗
や
Ｉ

Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
の
東
京
開
催

に
合
わ
せ
実
施
す
る
イ
ベ
ン

ト
の
概
要
、
景
気
動
向
な
ど

に
つ
い
て
述
べ
た
。
国
内
の

景
気
動
向
は
「
昨
秋
か
ら
モ

ノ
の
動
き
は
高
ま
っ
て
い

る
。
４
月
の
消
費
税
増
税
の

影
響
も
大
き
く
な
い
と
い
う

の
が
一
般
的
な
見
方
で
、
前

向
き
に
捉
え
て
い
る
」
と
述

べ
た
。
（
関
連
記
事
２
面
）

高
橋
会
長
は
、
こ
の
３
連

休
に
自
ら
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
視
察
し
た
エ
ピ
ソ
ー

ド
も
交
え
な
が
ら
、「
企
業
経

営
者
だ
け
で
な
く
、
賃
上
げ

の
動
き
も
あ
っ
て
一
般
消
費

者
の
心
理
も
悪
く
な
い
。
比

較
的
楽
観
と
い
う
か
前
向
き

に
捉
え
て
い
る
」と
述
べ
た
。

石
油
化
学
に
つ
い
て
は

「
こ
こ
に
き
て
明
ら
か
に
稼

働
率
が
高
ま
っ
て
お
り
、
良

く
な
っ
て
い
る
」
と
し
た
う

え
で
、「
以
前
な
ら
（
エ
チ
レ

ン
設
備
の
）
稼
働
率
が
９３
％

に
達
す
れ
ば
相
当
の
利
益
が

出
た
。（
現
在
は
）
利
益
面
で

は
ま
だ
ま
だ
で
、
非
常
に
良

い
と
は
い
え
な
い
」と
し
た
。

Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
理
事
会
の
東
京

開
催
の
意
義
に
つ
い
て
は

「
化
学
の
共
通
課
題
を
ア
ジ

ア
各
国
と
共
有
す
る
良
い
機

会
だ
。
日
本
に
と
っ
て
も
グ

ロ
ー
バ
ル
な
視
点
を
持
つ
良

い
場
と
な
る
」
と
語
っ
た
。

�…３月末で相談
役に退く予定の東洋

ゴム工業の中倉健二

会長。入社以来、約

４０年にわたり自動車

タイヤの開

発に従事し

てきた。「夢

を持たない

と何も成し

遂げられな

い。少し背

伸びした夢

を持つように」と次

代を担う若手にエー

ルを送る。長年のモ

ノづくりの経験か

ら、「メーカーは技術

開発が命で、その技

術開発はスピードが

命」と、会社が発展

し続けていくための

指針を示す。

�…昨年１２月、兵
庫県川西市に「イノ

ベーションの中枢」

である基盤技術セン

ターを開設した。そ

の狙いは夢の体現で

あり、かつ

「やんちゃ

なことがで

きる場所。

研究開発の

対象は何で

もいい。さ

まざまな種

をまいて育んでほし

い」と切望する。「同

センターはどら息子

のような存在であっ

てもいい。数年に１

度、面白いことをや

ってのけてもらいた

い」と期待を寄せる。

カ
ネ
カ
は
２４
日
、
４
月
１

日
付
で
�
原
公
一
社
長
が
代

表
権
を
持
つ
会
長
に
就
任
、

角
倉
護
取
締
役
常
務
執
行
役

員
が
社
長
に
昇
格
す
る
人
事

を
発
表
し
た
。
角
倉
氏
は
高

機
能
性
樹
脂
事
業
部
、
Ｑ
Ｏ

Ｌ
事
業
部
を
管
掌
し
て
い
る

ほ
か
、
研
究
開
発
副
担
当
、

Ｒ
＆
Ｄ
企
画
部
長
を
務
め
て

い
る
。

同
日
の
会
見
で
�
原
社
長

は
「
技
術
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ

フ
ト
が
進
む
な
か
、
勝
ち
残

る
に
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点

で
の
研
究
開
発
が
求
め
ら
れ

る
。
角
倉
氏
は
技
術
を
出
身

と
し
つ
つ
海
外
経
験
も
豊

富
。
カ
ネ
カ
ブ
ラ
ン
ド
を
グ

ロ
ー
バ
ル
で
展
開
す
る
に
は

最
適
な
人
材
」
と
指
名
の
理

由
を
述
べ
た
。

角
倉
氏
は
「
カ
ネ
カ
グ
ル

ー
プ
の
変
革
と
成
長
の
ス
ピ

ー
ド
を
加
速
さ
せ
る
こ
と
が

私
の
使
命
。
研
究
開
発
型
企

業
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
で

戦
え
る
企
業
と
し
て
ス
ピ
ー

ド
を
落
と
さ
ず
成
果
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」
と
語
り
、

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
健
康

・
医
療
、
情
報
通
信
、
食
糧

生
産
支
援
を
重
点
分
野
と
位

置
付
け
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ

技
術
で
勝
負
し
て
い
く
と
し

た
。〔

角
倉

護
氏
�
か
ど
く

ら
・
ま
も
る
〕
１
９
８
７
年

（
昭
和
６２
年
）
京
都
大
学
大

学
院
工
学
研

究
科
博
士
後

期

課

程

修

了
、
同
年
鐘

淵
化
学
工
業

（
現
カ
ネ
カ
）

入
社
。
０８
年

機
能
性
樹
脂

事
業
部
長
、

１０
年
執
行
役

員
、
１２
年
取

締
役
常
務
執

行
役
員
。
大

阪
府
出
身
、

５４
歳
。

�
リ
ケ
ジ
ョ
�
は
い
ま
や
人
口
に

膾
炙
（
か
い
し
ゃ
）
し
た
感
が
強
い

が
、「
ド
ボ
ジ
ョ
」
の
活
躍
の
場
が
広

が
っ
て
い
る
こ
と
は
寡
聞
に
し
て
知

ら
な
か
っ
た
。
理
科
系
女
子
が
土
木

業
界
に
向
け
る
視
線
が
熱
い
ら
し
い

▼
こ
れ
ま
で
男
社
会
の
権
化
と
さ
れ

て
き
た
土
木
業
界
だ
が
、
女
子
学
生
の
関
心
を
引
き
寄

せ
て
い
る
の
は
日
本
全
体
の
建
設
需
要
の
高
ま
り
が
あ

る
よ
う
だ
。
前
政
権
が
打
ち
出
し
た
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト

か
ら
人
へ
」
と
い
う
政
策
転
換
に
も
関
わ
ら
ず
、
日
本

の
社
会
構
造
の
変
化
を
女
性
の
目
で
冷
静
に
見
据
え
て

き
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
▼
こ
う
し
た
な
か
で
、

日
本
建
設
業
連
合
会（
日
建
連
）は
建
設
現
場
で
働
く
女

性
の
数
を
５
年
以
内
に
倍
増
す
る
目
標
を
明
ら
か
に
し

た
。
総
務
省
に
よ
る
と
、
１２
年
の
建
設
業
界
の
技
能
労

働
者
は
３
３
７
万
人
で
、う
ち
女
性
は
９
万
人（
２
・
７

％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
▼
日
建
連
は
、
女
性
を
主
体

と
す
る
工
事
チ
ー
ム
の
結
成
な
ど
女
性
が
働
き
や
す
い

職
場
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
１８
万
人
に
引
き
上
げ

た
い
考
え
だ
。
建
設
業
界
で
は
い
ま
、
労
働
者
不
足
な

ど
を
背
景
と
し
た
入
札
不
調
が
露
呈
、
公
共
事
業
の
停

滞
が
問
題
化
し
て
い
る
▼
政
府
は
外
国
人
労
働
者
の
活

用
拡
大
と
と
も
に「
移
民
」問
題
に
ま
で
踏
み
込
む
方
針

だ
が
、
日
建
連
の
倍
増
指
針
は
建
設
現
場
で
女
性
を
含

め
た
総
合
的
な
対
応
が
避
け
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ

と
を
示
唆
す
る
。国
土
強
靭
化
、東
京
五
輪
開
催
と
、
ド

ボ
ジ
ョ
の
活
躍
の
場
は
広
が
り
そ
う
だ
。
（
１４
・
３
・
２５
）

繊維事業のアジア展開
を一段強化‐ＪＮＣ ２

�

軽
量
化
が
寄
与

Ｃ
Ｆ
Ｒ
Ｐ
な
ど

ＣＣＯＯ２２削削減減効効果果 １１台台４４．．５５㌧㌧
帝 人 自動車材料でＬＣＡ評価

会見する�原氏（右）と角倉氏

帝
人
の
主
な
自
動
車
材
料

国
挙
げ
育
成
、外
資
も
再
注
目

①製薬業界に�追い風�

日
本
は
先
端
医
薬
品
の
競
争
力
が
高
い
（
写
真
は
先
端
医
薬
品

原
薬
の
設
備
を
建
設
す
る
住
友
化
学
の
大
阪
工
場
歌
島
試
製
部
）
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